
女性の課題解決に向けたテクノロジー活用推進事業 【滋賀県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 27 千円

交付金額 27 千円

事業番号 3-3

より多くの女性が参加可能な事業を実施すべき
だと考えており、女性起業家に留まらず女性研
究者や女性技術者等、対象を拡大してセミナー
を開催し、ロールモデルの情報提供を行い企業
や技術開発を促進する。

目標：参加者数20人・機関（実績78名）

県内企業や大学等に対して、テクノロジーで女
性の課題解決を行う分野の女性研究者や女性
起業家の取り組みを紹介するセミナーを開催。

滋賀発成長産業発掘・育成コンソーシアム

近年のコロナ過の影響によって女性の就労状
況は厳しいものとなっており、女性の就労の受
け皿として起業への支援を強く進めていく必要
がある。しかしながら、本県は女性の起業の状
況が県全体の19％（平成29年度就業基本調査
）にとどまっており、全国平均の19.3％を下回っ
ている。

女性の課題解決を行う分野について取り組み
事例の紹介を行うことで広く県内女性に向け、
周知を行うことができた。

交流会会場にて行ったアンケートでは、女性起
業家等による研究活動について「大変良かった
」「よかった」と回答された方が100％であった。

女性特有の課題をテクノロジーで解決に導く分
野について周知・紹介するセミナーを開催するこ
とで、女性起業家のロールモデルを提供する。



事業の概要

＃みんなで元気になろうフェス

県内でフェムテックに取り組む企業等に
ブースを構えていただき、フェムテック関
連製品の展示・販売を行った。
ブース見学者：33名

女性の課題解決に向けたテクノロジー活用推進事業

女性の起業家交流会

男女共同参画センターが主催した女性
の起業家交流会において、連携事業で
行っている事業化プランコンテストの最
優秀賞受賞者である研究者の助成を招
き、女性起業家向けの講演を実施した。
聴講者：78名
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